
  

                          

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

寒
さ
厳
し
い
日
々
、
皆
様
方
に
は
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
年
は
参
議
院
選
挙
の
年
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
に
よ
り
、
三
年
前
に
参
議

院
議
員
と
し
て
二
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、早
い
も
の
で
折
り
返
し
の
時
期

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
賜
り
ま
し
た
皆
様
方
の
ご
厚
情
に
対
し
ま

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
中
国
で
発
生
し
世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
肺
炎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
は
じ
ま
り
、
表

面
化
し
た
隣
国
北
朝
鮮
に
よ
る
核
開
発
の
問
題
、
そ
し
て
続
発
す
る
イ
ラ
ク
国
内
テ
ロ
に
よ
る
日

本
人
大
使
館
員
の
犠
牲
と
、
国
家
と
し
て
の
危
機
管
理
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
年
で
し
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
国
政
の
場
に
お
き
ま
し
て
は
、
経
済
、
外
交
、
防
衛
な
ど
の
山
積
す
る
重

要
な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、予
算
の
年
度
内
成
立
を
は
じ
め
、武
力
攻
撃
事
態
対
処
関
連
三
法
、

産
業
再
生
法
、
雇
用
基
本
法
、
イ
ラ
ク
復
興
支
援
特
別
措
置
法
な
ど
の
成
立
を
み
ま
し
た
。 

私
が
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
農
林
水
産
委
員
会
で
は
、国
民
生
活
の
基
本
で
あ
る
「
食
の
安
全
」

を
確
保
す
る
た
め
の
諸
法
律
案
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、委
員
長
と
し
て
の
職
責
を
無
事
果

た
せ
た
と
安
堵
し
て
お
り
ま
す
が
、
食
の
問
題
も
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
両
面

か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
体
制
整
備
も
ま
だ
第
一
弾
で
あ
り
、
一
層
の
信
頼
回
復
に
向

け
た
施
策
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。 

 

ま
た
、
先
の
総
選
挙
で
我
が
自
由
民
主
党
は
、
引
き
続
き
責
任
政
党
と
し
て
政
権
を
担
当
し
、

途
上
に
あ
る
改
革
を
完
遂
す
る
任
を
お
与
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
今
こ
そ
私
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
も
あ
る
「
国
家
の
基
本
の
再
構
築
」
を
論
議
し
整
理
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
有
事
法
制
も
成
立
し
、
今
後
は
新
し
い
時
代
に
対
応

し
た
教
育
基
本
法
を
創
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
憲
法
問
題
も
含
め
、
改
革
の
時

代
に
自
ら
も
積
極
的
に
参
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

同
時
に
、
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
不
足
が
四
十
兆
円
に
も
な
る
と
い
う
異
常
事
態
が
続
く
中

で
、
公
共
事
業
費
の
削
減
を
は
じ
め
、
保
険
・
医
療
分
野
で
の
国
民
の
痛
み
の
増
大
な
ど
、
国
民

と
し
て
最
低
限
必
要
な
生
存
権
の
保
障
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
）
が
歪
め
ら
れ
て
お
り
、
消
費

税
議
論
も
含
め
た
、
給
付
と
負
担
の
あ
る
べ
き
姿
の
抜
本
改
革
が
急
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
そ
し
て
先
行
き
不
透
明
な
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
関
し
ま
し
て
は
、
私
も
昨
年
九
月
に
メ
キ
シ

コ
・
カ
ン
ク
ン
で
開
催
さ
れ
た
閣
僚
会
議
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
が
、
国
土
保
全
な
ど
農
業
の
持

つ
多
面
的
機
能
を
強
調
し
、
多
様
な
各
国
の
農
業
が
共
存
で
き
る
よ
う
、
米
国
な
ど
が
主
張
す
る

関
税
な
ど
の
一
律
削
減
を
阻
止
す
る
と
と
も
に
、
国
際
化
に
も
対
応
で
き
る
足
腰
の
強
い
農
林
水

産
業
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
一
層
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
請
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
精
一
杯
国

政
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
議
院
議
員 

三
浦 

一
水 

ごご  挨挨  拶拶  

『月刊官界』掲載写真（左）とインタビュー記事 

 

天津南開大学の中国文学科で学びソニーへ入社。ASEAN及び香港、中国のマ

ーケティングを担当し、後県議、そして参院議員になった変わりダネ。政治家

らしからぬ物静かなスタイルが印象的。今国会では農水委員長として食の安

全、食料基本法、食品安全委員会設置など、数多くの難題に取り組んできた。 

 自らのライフワークを国家の基本の再構築と言い切る。「戦後六十年経っ

て、今こそ国の基本を議論し、整理するチャンス。有事法制も成立し、今後は

教育基本法を作り上げなければならない。憲法問題も含め、整理の時代に自分

も参画していきたい」と豊富を語る。そして、「この課題を果敢に押し進めら

れる、立派なリーダーを育てていきたい。そのためには自分は黒子に徹しても

いい」と言い切る。熱い思いを抑制の利いた口調で述べていく。 

 ちょっと珍しい名前の「一水」は今は亡き父親がつけてくれたもの。「仏典

から引用したそうです。両親二人ともプロテスタントなんですけれども」と人

懐っこい笑顔で答えてくれた。 

参議院議員 三浦一水レポート 
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5月24日 三浦一水を囲む鹿本郡市女性の

会として発足した「水の輪会」の総会に 

出席。女性の視点からの貴重なご意見も拝

聴できた有意義な懇談会での記念写真。 

＜山鹿市内＞ 

5月 27日 上京されていた熊本市保育連盟

の皆様との懇談会。幼保一元化、保育所運

営費の一般財源化など、参加者皆様と一緒

になって解決すべき問題が山積する中で

も、この時ばかりは楽しいひとときを共有

させていただく。 

＜ホテルニューオータニ＞ 

6月10日 全国養鰻漁業協同組合連合会の

記念すべき第 1回総会にお招きいただく。

安価な輸入養殖鰻が流通する中、国産養殖

鰻の差別化に努力を重ねておられる皆様に

敬意を表する。  ＜虎ノ門パストラル＞ 

6月19日 果樹対策の全国代表者集会に出席。

果樹（みかん）の補填基準価格見直を目前に

控え、産地からの切実な要望に耳を傾ける。       

＜マルヤサロン＞ 

1月20日 県酪連の代表団が上京され、議

員会館を訪問。直面する諸問題に対する意

見交換を行う。    ＜農水委員長室＞ 

2月9日 熱心にご支援いただいている「八

代一水会」の方々との懇談。県内各地で 

このような懇談会を順次計画していく予

定。           ＜八代市内＞ 

2月12日 国会審議で多忙を極める片山総

務大臣（当時）と会談し、地方自治体の実

情について訴える。写真はその直後のスナ

ップ。          ＜参議院内＞ 

5月 3日 忙中閑あり。恒例となった横島

町青年部の皆様と事務所合同での潮干狩

り。天候にも恵まれアサリ貝の大収穫。 

2月8日 阿蘇土地改良区 

3月1日 
農政連球磨支部・青壮年部 

＜国政報告会＞ 
今年も県内各所より多くの機会を頂戴し、国政報告を開催

させて頂きました。皆様方から拝聴した、現場の切実なご
意見・ご要請を真摯に受け止め、国政に反映してまいりま

す。農政問題に限らず、お呼びいただきましたら可能な限

りどこへでも参りますので、今後も是非ご要望ください。 

7月31日 JAやつしろ女性部 



  

                         

2月16日 WTOミニ閣僚会議が東京で開催

され、各国代表と非公式会合を重ね、日本 

提案への賛同を求める。 ＜帝国ホテル＞ 

9月 10日～14日 WTO閣僚会合に参加し、時
の外務・経産・農水大臣（上写真）と連携を取
りながら、自民党代表団の一員として、米国ジ
ョンソン大使など各国代表（左写真）との国益
をかけた交渉を行う ＜メキシコ・カンクン＞ 

2月13日 農林水産関係団体代表の方々と

小泉総理へ要請。     ＜首相官邸＞ 

＜ＷＴＯ農業交渉＞ 

熊本県農業者の代表として、また自民党

農林水産物貿易調査会事務局次長として、
WTO農業交渉における日本提案の実現を目

指し奔走した一年でした。 
9月の閣僚会議（メキシコ・カンクン）

では先進国と途上国との溝が埋まらず、議
論は実質来年以降に持ち越しとなりまし

たが、我が国の主張について各国の理解が
深まったことについては、大きな収穫であ

ったと思っています。 
2月15日 集会終了後、銀座を通り東京駅

までデモ行進。    ＜銀座熊本館前＞ 

10月9日 世界遺産にも指定されている泰山で有名

な中国山東省泰安市の市長以下訪日団と懇談。近い

将来の訪問を約束し記念撮影。＜議員会館ロビー＞ 

7月 30日 参議院視察団を案内するため水俣市

水害被災地を訪問（災害当日以来 2度目）。犠牲

になられた方々のご冥福を祈り、1日も早い復旧

と再発防止に全力を尽くす決意を新たにする。 

8月19日 支部長を務める自民党山鹿

支部の大会を開催。総会・国政県政報

告・懇親会と成功裡に終了することが

できた。        ＜JA鹿本＞ 

9月2日 JA鹿本の役員研修に合流し、熊本県

果実連の白州工場（山梨県）を視察。果実連 

の理事として、皆様を工場内へご案内。 

12月9日 麻生総務大臣を訪問し、イント

ラネットなどのIT関連基盤整備こそが、こ

れからの地域活性化に欠かせない要因であ

ると訴える。            ＜総務大臣室＞ 

12月15日 中部国際空港建設現場を視察し
た後、進捗状況・問題点などについて懇談。 

＜愛知県常滑市内＞ 



 

                       

三浦一水 ご支援のお願い  
個人後援会と政党支部の賛助会員を募集して

います。多くの皆様のご協力をお願い申し上

げます。 
賛助会員： １万円／年（一口） 

＊ お申込み・お問い合わせは下記までお願い申し

上げます。 
 

自民党入党と党員継続のお願い  
 現在、三浦議員は自民党熊本県参議
院選挙区第三支部の支部長を務めてお

り、党員確保を目指しております。 
 自民党員として２年間以上継続して

いただきますと、自民党総裁選挙に投

票出来ます。 
 皆様のご理解とご協力をお願い申し

上げます。 
党 費： 年間4,000円 

三 浦 一 水 熊 本 事 務 所 
〒862-0951熊本県熊本市上水前寺2-10-6 
TEL(096)382-3737  FAX(096)382-4300 
E-mail: m-kumamoto@muc.biglobe.ne.jp ＜ 案 内 図 ＞ 

【
所
感
】
都
道
府
県
議
会
議
員
選
挙
を
終
え
て 

 

四
月
四
日
告
示
、
同
十
三
日
投
票
の
「
掲
題
」
が
終
了
し
た
。

我
が
熊
本
県
で
も
五
十
五
名
の
議
員
が
ま
ず
選
任
さ
れ
た
。 

我
が
国
ま
た
熊
本
県
と
し
て
、
本
当
に
困
難
な
時
期
で
は
あ
る

が
、
め
で
た
く
当
選
さ
れ
た
各
議
員
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
た
い
。 

各
位
の
任
期
四
年
は
、
私
の
残
任
期
間
四
年
四
ヶ
月
と
ほ
ぼ
同

じ
時
間
に
も
な
る
わ
け
だ
か
ら
、
明
る
い
豊
か
な
熊
本
作
り
に
大

い
に
連
携
し
て
い
き
た
い
。 

そ
れ
に
し
て
も
今
回
の
選
挙
で
各
地
の
同
志
議
員
を
応
援
し
、

中
ん
ず
く
自
分
の
足
元
の
同
志
候
補
を
応
援
す
る
中
で
感
じ
た
こ

と
が
あ
る
。
応
援
す
る
者
の
気
持
ち
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
様
々

の
立
場
を
乗
り
越
え
て
応
援
・
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
痛

感
し
た
。
私
自
身
も
自
分
の
後
援
会
に
悪
影
響
が
出
る
懸
念
を
周

り
の
多
く
の
方
々
に
頂
き
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
立
場
を
は
っ
き
り

し
な
が
ら
支
援
を
続
け
た
。
日
々
選
挙
事
務
所
で
の
や
り
取
り
を

見
つ
め
な
が
ら
、
ま
た
自
身
も
参
画
し
な
が
ら
、
応
援
す
る
者
の

苦
悩
と
い
う
も
の
を
見
、
実
感
し
た
気
が
し
た
。 

自
分
が
一
年
八
ヶ
月
前
に
、
更
に
将
来
に
も
選
挙
に
出
さ
せ
て

も
ら
う
立
場
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
今
度
は
自
分
を
ご
支
援
頂

く
皆
様
の
苦
労
を
考
え
る
と
、
い
く
ら
感
謝
し
て
も
感
謝
し
き
れ

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。 

そ
の
方
々
の
勝
利
を
め
ざ
す
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
は
じ
め

て
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
も
実
感
し
た
。 

そ
し
て
バ
ン
ザ
イ
の
時
を
迎
え
た
。 

自
分
が
選
挙
に
勝
た
せ
て
も
ら
っ
た
時
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

「
嬉
し
さ
」
を
支
援
者
の
一
人
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
こ

と
を
実
感
し
た
。 

十
二
年
も
政
治
を
経
験
さ
せ
て
頂
い
て
、
恥
ず
か
し
い
気
持
ち

を
感
じ
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
様
々
な
こ
と
を
学
ば

せ
て
頂
い
た
二
〇
〇
三
年
都
道
府
県
議
会
議
員
選
挙
で
あ
っ
た
。 

4月13日、統一地方選の投票日。当確の情報

に関係者全員が喜びを爆発させた瞬間。右

記はその時の素直な気持ちを綴った所感。 

＜参議院農林水産委員会＞ 
昨年8月から約1年間、参議院農林水産委員長として有明海･八代海再生特別措置法、トレーサビリティ法、食品安全基本法など、多

くの重要法案の審議に加え、3回に及ぶ国内視察と、国会開会中は農林水産委員会中心の毎日でした。 

2月27日 農林水産委員長として、北海道

農民連盟の皆様からの要望書を受理。 

意見交換を行う。   ＜農水委員長室＞ 
5月15日 委員会の皆様と家畜改良センター、畜産技術協会などを視察。＜栃木県内＞ 

6月12日 食糧法の一部改正案の審議では、 

各方面の専門家を参考人招き質疑。 

           ＜農水委員会室＞ 

7月 4日 通常国会において取り扱う農林

水産関係法案のすべての審議を終了させ、

お世話になった参議院関係スタッフとほっ

と一息。         ＜議員会館＞ 

11月27日 委員長退任後、初の農水委員会

が開催され、前委員長としてお礼の挨拶を

行う。        ＜農水委員会室＞ 


